
正常
細胞

DNA
ダメージ 癌化 増殖

異型
ADH

非浸潤
DCIS

浸潤
IDC

早期発見（検診）

癌の進展と医療体制

治療（手術、薬物療法）

長期経過観察

予防（リスクの同定、生活習慣）

転移
Meta



１０００ → ５０ → ３

検診 → 精査 → 癌

１５０ → １５００ → ３０００ → ６０
年間手術数 → １０年間 → 年２回検診 → 週当たり

１５００ → ３００ → ２４００ → ４８
１０年間手術件数 → 再発数 → １０年後再発実数２００名 → 週当たり

月１回 通院



機能的役割分担

専門病院 急性期の特殊治療

クリニック 慢性期治療

内分泌療法

経過観察

→地域医療連携パスによる共同診療が有効



＜都立病院他＞ HOTHOTプロジェクトシステム概要プロジェクトシステム概要

＜都医師会センター＞

＜熊本大学Dolphin＞

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

＜患者＞

＜外部診療所＞

病診連携
診診連携

紹介・逆紹介

カルテ閲覧

会員管理

データセンター

＜診療所＞

個別電子カルテ
共有カルテ閲覧

共有カルテ閲覧
マイカルテ

共有カルテ閲覧

予約・相談

各サイト間の通信はSSL暗号化通信

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ／閲覧

閲覧

閲覧

マイカルテ（ドルフィンの中ではWeb
電子カルテ）：患者の健康日記、医師
のコメントなど



医療情報共有システム「i-Dolphin」のしくみ

大規模医療機関

検査センター

電子カルテサービス利用クリニック群

医療情報共有センター

医療情報共有システム i-Dolphin

セキュリティ

MML対応
データベース

診療録/医事データ

共有データベース

バックアップ

医療ポータルサイト

健康情報の提供

第三者意見・・・

MML

MML

MM
L

患者さん

慢性疾患 ： 問診、指導

投薬などの一部のオーダー

インフォームドコンセント

(カルテの閲覧 )

M
M
L

薬局

調剤記録

電子処方箋
MML

クリニック

電子カルテシステム

医事システム

C
L
A
IM

電子カルテ、退院時サマリ、

画像システム

検査システム

検査結果

MM
L

訪問介護ステーション

Web電子カルテ/
マイカルテ

MML

電子カルテASP事業者

市販のMML対応電子カルテ

システム



厚生労働省『医療情報の安全管理に関するガイドライン』に準拠

ミラーサーバ、データの冗長化に対応
電子署名、タイムスタンプに対応
紙カルテを電子化し、デジタルデータによる原本保存が可能



健康手帳:
異なる医療機関のデータが患者個人の病歴として一つ
にまとめられる。 （ＵＣＳＦの取り組みより）



Consumer Other Providers

Pharmacy

Clinician

Monitoring

Clinical Trials

Disease 
Information

Wellness

Email and 
Calendaring

Other Providers

Pharmacy

Consumer 
Diagnostics

Clinical Trials

Protocols

Medical 
Search

Email and 
Calendaring Drug 

Alerts

Eligibility

Clinician

病院情報システム（電子カルテ）から、個人の健康手帳
へ（ＵＣＳFの取り組み事例より）

＊将来の医療連携では、電子的に個人の診療記録を受け渡すことが必要になる
が、その概念の行く末には、上記の目標がある。米国では、Ｇｏｏｇｌｅも、Ｇｏｏｇｌｅ Ｈ
ｅａｌｔｈというプロジェクトを走らせている。

Diagnostics


